
清泉女子大学大学院 過去問題

言語文化専攻

思想文化専攻

地球市民学専攻

言語文化専攻

思想文化専攻

地球市民学専攻

出題意図

公開年度 2025 年度入試

期 秋季 春季

ドイツ語
（地球市民学専攻を除く）

中国語
（地球市民学専攻を除く）

漢文
（言語文化専攻・地球市民学専攻

を除く）

小論文

日本語圏 英語圏 スペイン語圏

思想文化

地球市民学

これまでに志願のあった科目について、最も新しい問題の情報を公開します。

なお、公開されていない科目は志願のなかった科目です。

また、一義的な解答例を示すことが難しい問題は、その公開を省略します。

課程 修士課程

公開

科目

専門科目

日本語圏 英語圏 スペイン語圏

思想文化

地球市民学

研究活動に必要な外国語の運用能力を測る。

外国語科目

語学科目

英語 スペイン語
（地球市民学専攻を除く）

フランス語
（地球市民学専攻を除く）



解答例

(1)電子書籍は、小さな一つの端末に大量の書籍を安全に保存できるため、

非常に便利である。一方、紙の書籍は膨大な保管スペースを必要とし、年

月とともに劣化して、ほこりをかぶり、手に取りにくい存在になってしま

う。

(2)以上のように多くの利点があるにもかかわらず、紙の書籍はいまなお社

会のあらゆる層で非常に高い人気を保っている。これは、人々が紙の感触

を手で感じ、自分でページをめくることを好むからである。







清泉女子大学大学院 過去問題

言語文化専攻

思想文化専攻

地球市民学専攻

言語文化専攻

思想文化専攻

地球市民学専攻

出題意図

公開年度 2018 年度入試

期 秋季 春季

漢文
（言語文化専攻・地球市民学専攻

を除く）

小論文

日本語圏 英語圏 スペイン語圏

思想文化

地球市民学

英語圏 スペイン語圏

思想文化

地球市民学

外国語科目

語学科目

英語 スペイン語
（地球市民学専攻を除く）

フランス語
（地球市民学専攻を除く）

ドイツ語
（地球市民学専攻を除く）

中国語
（地球市民学専攻を除く）

これまでに志願のあった科目について、最も新しい問題の情報を公開します。

なお、公開されていない科目は志願のなかった科目です。

また、一義的な解答例を示すことが難しい問題は、その公開を省略します。

課程 修士課程

公開

科目

専門科目

日本語圏

研究活動に必要な外国語の運用能力を測る。



解答例

ピエトロ・ベンボは1470年3月20日、ベルナルド・ベンボとエレーナ・モロ

シーニの子としてヴェネツィアに生まれた。彼の一家は、ヴェネツィア共

和国の歩みと深く結びついたヴェネツィア貴族に属しており、ベルナルド

はその中で献身的に大使という重責を担っていた。外交官として名声をも

ち、蔵書家、美術収集家でもあった父は、イタリア人文主義の著名人たち

と緊密な交流を保ち、息子を外交の道へ導くため、若いうちから多くの旅

に同行させ、文化界や貴族社会と触れ合う機会を与えた。

問Ⅱ

問Ⅰ

(1) 私たちのプレゼントは祖父にはあまり気に入られませんでした。

(2) この手紙を書いたのは先生で、私ではありません。

(3) 私は去年までスペイン語を習ったことがありませんでした。

(4) 大雨になった場合には、私たちは遠足を中止しなければならないでしょ

う。

(5) 私のクラスには30人の学生がいて、そのうち2人が外国人です。







清泉女子大学大学院 過去問題

言語文化専攻

思想文化専攻

地球市民学専攻

言語文化専攻

思想文化専攻

地球市民学専攻

出題意図

公開年度 2012 年度入試

期 秋季 春季

小論文

日本語圏 英語圏 スペイン語圏

思想文化

地球市民学

外国語科目

語学科目

英語 スペイン語
（地球市民学専攻を除く）

フランス語
（地球市民学専攻を除く）

ドイツ語
（地球市民学専攻を除く）

中国語
（地球市民学専攻を除く）

漢文
（言語文化専攻・地球市民学専攻

を除く）

これまでに志願のあった科目について、最も新しい問題の情報を公開します。

なお、公開されていない科目は志願のなかった科目です。

また、一義的な解答例を示すことが難しい問題は、その公開を省略します。

課程 修士課程

公開

科目

専門科目

日本語圏 英語圏 スペイン語圏

思想文化

地球市民学

研究活動に必要な外国語の運用能力を測る。



解答例

ワイン：美食の国において、リヨン地方とローヌ渓谷は、ボージョレと

コート・デュ・ローヌという二つの大きなブドウ栽培地から、洗練された

食卓にふさわしい自然のお供を得ている。ボージョレのブドウ畑の大部分

は、せいぜい18世紀にしかさかのぼらないのに対し、コート・デュ・ロー

ヌのそれは、おそらくフランスで最も古いものである。というのも、最初

のブドウ品種は紀元前数世紀にギリシア人によってもたらされたと考えら

れているからである。

 ボージョレ・ワイン：ボージョレは、日中に喉を潤す飲み物としても飲

むことができるし、また食事のあいだ中も飲むことができる。その軽さ、

なめらかさ、そして果実味のゆえに、それは若く、冷やして味わうのが望

ましい。



©MICHELIN





清泉女子大学大学院 過去問題

言語文化専攻

思想文化専攻

地球市民学専攻

言語文化専攻

思想文化専攻

地球市民学専攻

公開年度 2025 年度入試

期 秋季 春季

小論文

日本語圏 英語圏 スペイン語圏

思想文化

地球市民学

スペイン語圏

思想文化

地球市民学

外国語科目

語学科目

英語 スペイン語
（地球市民学専攻を除く）

フランス語
（地球市民学専攻を除く）

ドイツ語
（地球市民学専攻を除く）

中国語
（地球市民学専攻を除く）

漢文
（言語文化専攻・地球市民学専攻

を除く）

これまでに志願のあった科目について、最も新しい問題の情報を公開します。

なお、公開されていない科目は志願のなかった科目です。

また、一義的な解答例を示すことが難しい問題は、その公開を省略します。

課程 修士課程

公開

科目

専門科目

日本語圏 英語圏

研究活動に必要な外国語の運用能力を測る。出題意図



新しい世代の社会史研究は、一羽の「醜いアヒルの子」から「白鳥」へと姿

を変え、中国大陸の歴史学界、さらには学術界全体で、おおよそ30年の時間

を経てきた。

いわゆる「新しい世代の社会史研究」とは、80年前の中国における社会史研

究と比較して言うものである。後者は、もちろん1930年代の「社会史大論

戦」という文脈での社会史だけを指すのではなく、この時期に現れたいくつ

かの社会経済史研究、さらには「社会史」という名こそ冠してはいないもの

の筆者の観点から見て社会史的な問題に注目していた研究をも含む。

改革開放がいっそう進むにつれて、中国の社会史研究もまた「復興」の30年

を歩んできた。研究テーマと史料の多様性、研究方法の開放性、問題意識の

革新性によって、社会史研究も豊かな成果をおさめ、20数年前のようにテー

マの目新しさばかりが注目される状況ではない。

これらの成果は主に以下の点に表れている。まず、大量の民間文献が掘り起

こされ、利用されるようになった。これは歴史研究における認識を豊かに

し、従来の考え方を一部修正するとともに、これらの文献の基本的な解読方

法を総括し、訓練することを重視せざるを得なくなった。次に、研究は大雑

把でうわべだけの内容では満足しなくなった。社会史は社会科学における地

域研究や、人類学・民族誌の「厚い記述」から刺激を得ようとし、既存の通

説に盲従する概念化手法に対して批判を展開してきた。さらに、社会史研究

では活力ある試みが次々と現れている。成熟しているかどうか、結論が妥当

かどうかは問わず、他分野と比較して現状に甘んじて旧来の枠組みに縛られ

ることが少なく、自己を批判的に振り返ることが多い。たとえば「地域横

断」「在地化」「断片化」といった議論は、いずれもその表れである。

しかし、社会史が発展しつづけるためには、これまでに得られた成果をいか

に継続するかに加え、目の前にある問題に対して正確な認識を持つことが欠

かせない。筆者は多くの問題のうち、3つの方面をとりわけ重視しなければ

ならないと考えている。

第一に、社会史研究はいかにして歴史学界と対話しうるのか、いかにして他

分野が重大な歴史問題を論じる議論に関与しうるのか、という問題である。

社会史研究は、一定期間の発展を経て、多くのテーマにおいて前例のない、

あるいは前例の極めて少ない研究を行ってきたが、それでも主流である断代

史や伝統的な専門領域との交流はなお少ない。往々にしてテーマから社会史

であるか否かを判断され、さらには社会史研究者が対象とする時代がいつで

あるかを問わず、社会史研究者だと決めつけられ、その時代の研究者とはみ

なされない。このような截然たる区分は、われわれ学者の頭の中には明確な

境界線、あるいは明確な定義があることを示している。つまり、何を研究す

るか、どのように研究するかによって、断代史研究者であると判定され、そ

うでなければ別の分類に入れてしまうのだ。西洋ではこのような状況はあま

り見られない。たとえばアナール学派の社会史研究者は中世ヨーロッパの研

究で名高い者が多いが、人々は「ああ、誰々は中世史の専門家ではないね、

社会史を研究しているんだ」などとは言わないのである。

解答例







清泉女子大学大学院 過去問題

言語文化専攻

思想文化専攻

地球市民学専攻

言語文化専攻

思想文化専攻

地球市民学専攻

公開年度 2025 年度入試

期 秋季 春季

小論文

日本語圏 英語圏 スペイン語圏

思想文化

地球市民学

英語 スペイン語
（地球市民学専攻を除く）

フランス語
（地球市民学専攻を除く）

ドイツ語
（地球市民学専攻を除く）

中国語
（地球市民学専攻を除く）

漢文
（言語文化専攻・地球市民学専攻

を除く）

課程 修士課程

公開

科目

専門科目

日本語圏 英語圏 スペイン語圏

思想文化

地球市民学

外国語科目

語学科目

研究活動に必要な外国語の運用能力を測る。出題意図

これまでに志願のあった科目について、最も新しい問題の情報を公開します。

なお、公開されていない科目は志願のなかった科目です。

また、一義的な解答例を示すことが難しい問題は、その公開を省略します。

202520252025



(1)アメリカの歴史の初期、移民の大多数がヨーロッパ諸国から来ていた時

代には、文化的同化が重視されていた。すなわち、移民は「アメリカ人に

なる」こと、そして自らの文化的アイデンティティを捨てることを求めら

れていたのである。

(2)マルチカルチュラリズムとは、移民が自らの文化を保持すべきであり、

国家の中に存在するさまざまな文化が平和的に相互作用すべきだとする考

え方を指す。すべての文化集団は、対等な存在として尊重されなければな

らない。

解答例







清泉女子大学大学院 過去問題

言語文化専攻

思想文化専攻

地球市民学専攻

言語文化専攻

思想文化専攻

地球市民学専攻

出題意図

公開年度 2010 年度入試

期 秋季 春季

小論文

日本語圏 英語圏 スペイン語圏

思想文化

地球市民学

思想文化

地球市民学

外国語科目

語学科目

英語 スペイン語
（地球市民学専攻を除く）

フランス語
（地球市民学専攻を除く）

ドイツ語
（地球市民学専攻を除く）

中国語
（地球市民学専攻を除く）

漢文
（言語文化専攻・地球市民学専攻

を除く）

課程 修士課程

公開

科目

専門科目

日本語圏 英語圏 スペイン語圏

研究活動に必要な外国語の運用能力を測る。

これまでに志願のあった科目について、最も新しい問題の情報を公開します。

なお、公開されていない科目は志願のなかった科目です。

また、一義的な解答例を示すことが難しい問題は、その公開を省略します。

202520252025



 デ・ソリスは一口コーヒーを飲み、コシマに微笑みかけた。

「わかっています、これはとても複雑に聞こえますよね。でも、ほかの言

い方では、私が何者なのかをあなたに説明することはできないのです」

 コシマはただうなずいた。

「当時のアムステルダムは寛容な都市でした」とその老女は続けた。

「おそらくヨーロッパで最も自由な都市だったでしょう。市当局は移住し

てきた改宗キリスト教徒たちに、ユダヤ教の信仰に立ち返ることを許しま

した。しかしマラーノたちは、自分たちが何者であるのか、カトリック教

徒なのかユダヤ教徒なのか、もはや自分でもわからなくなっていました。

⾧い間すでにカトリックの信仰を実践していたのですから。ドイツ、ギリ

シア、イタリアからラビたちが来て、マラーノたちをユダヤ教へと回帰さ

せなければなりませんでした。こうして17世紀初頭、アムステルダムに最

初のユダヤ人共同体が成立しました。東方のユダヤ人たち、つまりアシュ

ケナージたちもここにやって来たため、それは急速に発展したのです。

 しかし、すべてのマラーノがユダヤ教へ戻ったわけではありません。カ

トリックのままでいた者もいました。その中には私の祖先も含まれていま

す。ですから私は、ユダヤ法のうえではユダヤ人ではないのです。しかし

それは、ナチスが私たちを迫害する妨げにはなりませんでした」

解答例







清泉女子大学大学院 過去問題

言語文化専攻

思想文化専攻

地球市民学専攻

言語文化専攻

思想文化専攻

地球市民学専攻

出題意図 研究活動に必要な外国語の運用能力を測る。

公開年度 2023 年度入試

期 秋季 春季

小論文

日本語圏 英語圏 スペイン語圏

思想文化

地球市民学

外国語科目

語学科目

英語 スペイン語
（地球市民学専攻を除く）

フランス語
（地球市民学専攻を除く）

ドイツ語
（地球市民学専攻を除く）

中国語
（地球市民学専攻を除く）

漢文
（言語文化専攻・地球市民学専攻

を除く）

これまでに志願のあった科目について、最も新しい問題の情報を公開します。

なお、公開されていない科目は志願のなかった科目です。

また、一義的な解答例を示すことが難しい問題は、その公開を省略します。

課程 修士課程

公開

科目

専門科目

日本語圏 英語圏 スペイン語圏

思想文化

地球市民学



解答例

先君の諱は惟寛、字は伯栗、またの字を千秋と言った。姓は頼氏で、通称

は彌太郎であった。祖先は備後三原の人で、小早川氏に仕えていた。家は

災難に遭って系譜は失われてしまい、二本の刀と一本の槍だけが残った。

高祖父の道圓君に至ってはじめて安芸竹原に移り住んだ。曾祖父の道喜

君、祖父の善祐君はみな農耕を生業とした。善祐君は亨翁君を生み、父子

とも清廉かつ誠実なことで知られ、郷里で尊敬されていた。亨翁君の妻、

道工氏は、延享三年丙寅六月晦日に竹原の旧宅で先君を生んだ。生まれて

数年で文字を書くのを好むようになり、亨翁君夫妻は喜び合った。「父は

私に『男の子が生まれたら、儒者にせよ』と言い残した。その通りになり

そうではないか。」しかし、さびれた田舎には師も学友もおらず、家の蔵

書もわずか数冊で、埃まみれでボロボロになっていた。そこで、それらを

携えて文字のわかる地元の医師に就いて句読を習った。（中略）明和甲申

（元年）、先君は十九歳で病を得て、関西方面に医者を求めに行った。し

かし行く先々で出会うは田舎者ばかり。たまたま堺浦に至り陶齋趙翁（趙

陶齋）と出会った。趙翁は書家として名をなし、自分にかなうものなどい

ないと自負していたが、先君を一目見るや奇才であるとし、これなら指導

できると言った。それゆえ、趙翁のもとで学んでいた森田士徳らも、みな

先君に心を寄せることになったのである。




